



















































2) バークを 18 世紀イギリス政治において最も影響力のある経済的自由主義者で
あったことを強調した最近の浩瀚な研究書として がある。






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































められる本論文の 145 頁の「一般に仲介業者 と呼ばれる商人」
─「農業経営者と消費者を結びつける最も自然で最も有益な環」─は地域の













































































































































































[49] 深貝保則「最低賃金裁定法案と政治算術 1795-96 年─ウィットブレッド
対ピット論争とハウレット─」『経済学史研究』47 巻 2 号，75-91 頁，2005
年
[50] 森建資『雇用関係の生成─イギリス労働政策史序説─』木鐸社，1988
年
（付記）
本稿は 2021 年度成城大学特別研究助成による研究成果の一部である。
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